
あ

ら

た

　

め

福
島
・荒
田
目
条
里
制
遺
構

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
平
菅
波

・
荒
田
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
五
月
ｉ

一
九
九
〇
年

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
い
わ
き
市
荻
育
文
化
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
樫
村
友
延

・
吉
田
生
哉
ほ
か

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（官
衡
関
連
か
）
・
古
墳
群

。
条
里
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
江
戸
時
代

（中
心
は
八
を
一
〇
世
紀
）

７
　
遺
跡
お
よ
び
木
衛
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
、
福
島
県
の
太
平
洋
岸
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
平
駅
の
東
方
四
血
の
夏
井
川

下
流
域
に
発
達
し
た
平
低
平
地
上
に
立
地
し
て
い
る
。
汀
線
か
ら
約

一
血
を
測

る
沖
積
地
上
に
荒
田
目
条
里
制

遺
構
が
、
ま
た
こ
の
奥
の
浜
堤

上
と
砂
丘
上
に
砂
畑
遺
跡

（漆

紙
文
書
が
出
土
。
後
述
）
が
所
在

し
て
い
る
。
標
高
は
、
前
者
が

約
四
ｍ
、
後
者
が
約
五
ｍ
を
測

る
。
調
査
は
両
遺
跡
と
も
常
磐

バ
イ
パ
ス
改
良
工
事
に
か
か
る

も
の
で
、
対
象
面
積
は
約
六
万

∬
で
あ
る
。

な
お
周
辺
は
、
古
代
磐
城
郡
磐
城
郷
の
中
心
地
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
根
岸

遺
跡

（郡
家
比
定
地
）
・
夏
井
廃
寺
跡
な
ど
原
始
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
多
く
の

遺
跡
が
分
布
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
沖
積
地
上
の
荒
田
目
条
里
制
遺
構
か
ら
は
、
近
世

。
中
世

・

古
墳
時
代
各

一
面
、
平
安
時
代
二
面
の
計
五
面
の
水
田
跡
が
重
層
検
出
さ
れ
た
。

木
簡
を
含
む
多
数
の
遺
物
が
出
上
し
た
第
二
六
五
号
溝
は
、
二
面
の
平
安
水
田

面
の
う
ち
上
部
水
田
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
長
さ
約
六
〇
ｍ
。
幅
約
五
ｍ
・
深

さ
約

一
ｍ
を
測
り
、
南
西
か
ら
北
東
方
に
走
る
。
溝
の
両
側
に
は
大
畦
畔
と
堰

が
認
め
ち
れ
、
小
畦
畔
に
よ
る

一
六
枚
の
水
田
区
画
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

溝
内
か
ら
は
、

多
く
の
完
形
品
を
含
む
土
師
器

・
須
恵
器

（「大
企
屋

「郡
」

「未
」
「廣
」
「相
井
」
「費
主
」
な
ど
二
〇
〇
点
を
こ
え
る
墨
書
土
器
を
含
む
）
、
約

一

〇
〇
点
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
手
捏
ね
土
器
、
約
九
〇
点
の
舟

・
鏡

・
動
物
な
ど
の

上
製
品
、
約
四
五
〇
点
に
お
よ
ぶ
刀
子
の
柄

・
鋤

・
鍬

・
鎌

・
田
下
駄

・
櫛

・

挽
物
皿

。
到
物
漆
塗
鉢

。
円
形
曲
物

・
斎
串

・
刀
形

（一一百
中
の
一
日
は
、
長
さ

六
〇
伽
で
表
裏
と
も
全
面
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
解
読
不
能
）
・
木
簡

・
題
鍛

（墨

痕
な
し
。
長
さ
一一一一一一四
血
、
幅
五
六
剛
、
厚
さ
一
〇
ｕ

・
舟
形

・
仏
像

（総
高
九
・

二
伽
の
小
形
の
木
造
菩
薩
坐
像
で
、
舟
形
光
背
と
蓮
華
台
座
と
も
に
杉
材
に
よ
る
一
木

造
り
）
な
ど
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。

次
に
、　
一
連
の
調
査
に
か
か
る
砂
畑
遺
跡
の
遺
構
と
遺
物
を
紹
介
し
て
お
く
。

ま
ず
、
砂
丘
上
か
ら
は
、
縄
文
時
代
前
期

・
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
群
、
奈
良

(平 )
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！
平
安
時
代
に
か
け
て
の
一
〇
四
棟
の
掘
立
柱
建
物

・
土
九

・
井
戸
な
ど
の
遺

構
と
土
師
器

。
須
恵
器

。
円
面
硯

。
韓
竃

・
漆
紙
文
書

・
墨
書
土
器

・
線
刻
土

器
、
中
世
ｉ
近
世
の
上
坑
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

同
遺
跡
の
浜
堤
上
か
ら
は
、
弥
生
時
代
中
期
の
上
器
棺
墓
や
後
期
の
竪
穴
住

居
、
古
墳
時
代
前
期
の
竪
穴
住
居
と
畿
内

。
東
海

・
北
隆
系
の
非
在
地
系
土
器

を
多
く
含
む
古
式
土
師
器
群
、
同
中
ｉ
後
期
に
か
け
て
の
九
基
の
円
墳
周
濠
、

平
安
後
期
の
竪
穴
住
居

・
土
坑

・
井
戸
な
ど
の
遺
構
と
墨
書
土
器
を
含
む
土
師

器
や
須
恵
器

・
蚕
型
土
製
品

。
青
銅
製
飾
帯
金
具
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て

の
陶
磁
器
が
検
出
さ
れ
た
。

漆
紙
文
書
は

「□
受
支
」
の
文
字
が
残
り
、
掘
立
柱
建
物
群
付
近
か
ら
遺
構

に
伴
わ
ず
に
出
上
し
た
。
須
恵
器
に
い
れ
た
漆
を
保
存
す
る
た
め
の
紙
蓋
に
使

用
さ
れ
た
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
を
ま
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
掘
立
柱
建
物
の
柱
掘
形
に
埋
納
さ
れ
た
土
器
な
ど
か
ら
、

八
世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
そ
の
所
属
時
期
を
あ
た
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔郷
巫
己

ω

　

「
山
口
□
□
□
子
鷹
取
九
斗

付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

『
和
名
抄
』

の
磐
城
郡

・
菊
多
郡
に
は
山
口
□

郷

（郷
名
が
三
文
字
）
は
認
め
ら
れ
な
い
。
第
二
六
五
号
溝
内
出
上
の
遺
物
は
、

須
恵
器
は
九
世
紀
後
半
の
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
土
師
器
は
お
お
む
ね

一
〇
世

紀
前
半
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
木
筒
も
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

荒
田
目
条
里
制
遺
構

・
砂
畑
遺
跡
の
吉
代
に
か
か
る
年
代
は
八
ぞ

一
〇
世
紀

と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
周
辺
に
は
郡
家
や
廃
寺
に
比
定
さ
れ
て
い

る
遺
跡
が
、
ま
た
遺
跡
の
す
ぐ
北
西
方
に
は
、
延
喜
式
内
社
大
国
魂
神
社
が
所

在
し
て
お
り
、　
一
〇
四
棟
の
掘
立
柱
建
物
や
、
多
く
の
貴
重
な
遺
物
が
出
上
し

た
第
二
六
五
号
溝
の
存
在
意
義

・
性
格
は
、
こ
れ
ら
と
あ
わ
せ
て
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（樫
村
友
延
）

（］
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×
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